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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

■ 記入票 
項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 石川県小松市 市長公室 未来型図書館づくり推進チーム 

②事業名 小松市未来型図書館等複合施設整備事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

 

 

 

 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

〇未来型図書館等複合施設の整備については、「市民と共に進める、

次世代都市づくりを体現するモデル」として位置付け、令和３年度よ

りプロジェクトを進行。 

○令和4年度に「小松市未来型図書館基本構想」を策定。※別紙①参照 

○令和5年度は国土交通省先導的官民連携支援事業の採択を受けて

事業方針取り纏めに向けた調査を実施予定。 

④サウンディングの目的 〇未来型図書館は市の重点政策に位置づけられており、多面的な機能

を有し、変わり続ける未来に渡って地域に開かれ支え続ける施設とし

て、図書館・公会堂・博物館を集約・再編を図りつつ、建設を行う予定。 

〇具体的な事業手法や管理運営の方針については未定であり、民間事

業者の柔軟なアイディアを取り入れ検討していきたい。 

〇立地場所、ビジョン・コンセプトを実現する機能の提案がほしい。 

〇整備に向けた適切な事業手法や行政では気づきにくい課題があれ

ば示してほしい。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

⑴  民間事業者視点の本事業を進める上で考えられる課題について 
・既存の公共施設（図書館・公会堂・博物館）の再編・機能の見直しに 

あたり想定される課題 

・公園施設との一体的整備等、事業手法に対するアイディア 

・図書館、博物館等と相乗効果が期待される機能 

・和風庭園である芦城公園や周辺文化施設との連携アイディア、回遊 

性向上のための取組 

・駅周辺半径1kmのエリアに商店街や大規模商業施設等があり、こ 

れらとの回遊性を促進するためのアイディア 

・アクセス面において、駐車場の拡大、道路拡幅・整備等の必要性 

 

⑵  民間事業者の参入しやすい条件や市場性について 
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  ・民間事業者が図書館、博物館等に参入しやすい条件や市場性 

   （サービス形態や管理運営方式は未定であり、サウンディング等を

踏まえ検討していく段階） 

  ・芦城公園内で実施可能性のある民間収益事業、想定する形態（公

共施設と合築、分棟） 

（芦城公園周辺にはカフェ等の飲食店の立地が少ない状況） 

 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではありま

せん 

1.設計    2.建設    3.不動産 

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント 

7.運営 （図書館・市民協働活動支援） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者 

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用  ２.都市公園  ３.観光施設 

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（今年度の調査業務において、図書館等の既存施設の集約・

再編、機能の見直し等について調査・検討を行う） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（今年度の調査業務において、調査・検討を行う） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI事業方式（BTO、RO等）が

具体に決まっている場合、「1.PFI

事業」の（）内に記載ください。 

１.PFI 事業（BTOなど）方式 ２.DBO方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度 

５.コンセッション 6.Park-PFI 

7.土地の賃貸借 、８.建物の賃貸借 

９.その他（             ） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入下

さい 

〇小松市公共施設マネジメント計画に基づく、芦城公園一帯の施設の

集約・再編、機能の見直しに加え、民間収益事業を含む公園施設との

一体的な整備・管理運営による都市機能の向上を目指すもの。 

 （集約・再編対象公共施設 ： 図書館、博物館、公会堂など） 

⑥現状及び課題 

 

 

 

 

○立地場所については、芦城公園周辺エリアに決定。（令和５年２月） 

※別紙②参照 

○芦城公園は、小松城三の丸があった場所で、国から無償貸与を受け、

都市公園（開設区域4.37ｈａ）として市が管理。 

○園内及びその周辺には図書館や博物館、公会堂、美術館など文教施
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 ※事業・施設等の課題 

 

 

 

 

設が集積している。 

⑴ 公共施設の集約・再編、機能の見直しと公園との一体的な整備 

○既存施設の老朽化等の課題を抱え、各施設の集約・再編、機能のあ

り方について検討が必要。 

○都市公園法の公園施設として設置可能な機能を踏まえ、具体の立地

場所の選定が必要。 

○芦城公園では、隣接する小松中央緑地を含めた公園の多機能性を図

り、園全体の利用環境の改善が課題。 

○来訪者の交通アクセスの利便性確保のため、芦城公園周辺エリアで

不足している駐車場整備の検討が必要。 

○Ｐａｒｋ－ＰＦＩやＰＦＩ等の官民連携事業の導入の可能性や民間収益施

設の導入の可能性など新たな活気とにぎわいづくりの検討が必要。 

 

⑵ 新たな人流の創出・エリア価値の向上方策 

○2024年春の北陸新幹線開業に向け、芦城公園周辺の拠点性向上

による新たな人流、来訪者の回遊性創出による都市機能誘導区域の

エリア価値向上方策が課題。 ※別紙③参照 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に考

慮してほしい事項等を簡潔に

ご記入ください 

⑴ 立地場所・機能について 

   芦城公園の開設区域（４．３７ha）については、国から都市公園とし

ての無償貸与を受けており、施設の立地場所、導入する機能等につ

いては、都市公園法上の規定を踏まえた協議が必要となる。 

⑧事業スケジュール（予

定） 

令和5年度：事業方針決定  

令和6年度：基本計画策定 

令和7年度以降～：事業者選定（設計・工事等） 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 石川県小松市丸の内公園町（JR小松駅から徒歩 12分） 

②敷地面積 芦城公園都市計画決定区域：4.90ｈａ 

芦城公園開設区域：4.37ha 

芦城公園未開設区域：0.53ha 

③土地利用上の制約 芦城公園：都市公園法及び小松市都市公園条例に定義される都市公園 

④所有者 芦城公園開設区域（4.37ｈａ）：国（財務省）から市に無償貸与 

芦城公園未開設区域（0.53ｈａ）：小松市 

⑤周辺施設等 半径 250ｍ：小松市役所、美術館、絵本館、幼稚園、小学校、高等学校 

半径１㎞：ＪＲ小松駅、小松運動公園 

半径３㎞：小松空港、大型商業施設（イオンモール新小松） 

⑥対象地周辺の環境 小松城三の丸跡の芦城公園周辺は、旧北國街道沿いの町家などが立

ち並ぶ伝統的な街並み、江戸時代から 250 年以上受け継がれる曳山

子供歌舞伎など、歴史・文化が薫るエリア。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

2024年3月に北陸新幹線小松駅が開業予定 
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■ 添付資料 
 資料１【未来型図書館のビジョン・コンセプトや機能等の基本方針】 
 資料２【芦城公園周辺エリア】 
 資料３【回遊性、人流など】 
 

 


